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施策 4203
妥当性 妥当 コスト削減の余地 有 受益者負担 適正

上位貢献度 有効 類似事業の有無 無 成果向上の余地 有
市民対象
若い世代の結婚に対する希望の実現や晩婚化・未婚化の抑制に向け、官民の連携によるサ
ポート体制の充実、結婚につながる出会いの場の創出など、対象者のニーズに応じた結婚
活動への支援強化を図る。

施
策
が
目
指
す
姿

①婚姻届出件数…2022年度目標値 1,750件(現状値1,712件)
②婚活イベントにおけるカップル成立延数…2022年度目標値 100組(現状値13組)成

果
指
標

平成30年度
1,720.00
1,521.00

20.00
0.00

7,505
7,684

平成31年度
1,727.00

35.00

6,598
4,889

令和2年度
1,734.00

55.00

6,522
6,522

令和3年度
1,742.00

75.00

0
0

令和4年度
1,750.00

100.00

0
0

人口減少や少子高齢社会の克服に向け、晩婚化・未婚化への対策は重要であることから本
単位施策の貢献度は高い。貢献度

栃木市オリジナル婚姻届様式の活用や婚活イベントの開催など、結婚支援事業に取り組ん
だが、成果指標１、成果指標２ともに未達成となった。達成状況

晩婚化・未婚化の抑制を図るため、婚活イベントの開催のみでなくより多くの方が結婚に
興味を持つような施策を検討する必要がある。課題

若い世代の結婚に対する希望の実現や晩婚化・未婚化の抑制に向け、結婚につながる出会
いの場の創出を図るとともに結婚に興味を持っていただけるような施策を展開していく。取組方針

人口減少や合計特殊出生率等、市が抱える問題もあり、市も関わるべき問題であると思
う。市と民間と協働で取り組むべき問題であると思われるので、今後も積極的に民間と関
わってもらいたい。
市で婚活ツアーを行う場合、市の観光施設を巡りながらのバスツアーなど良いと思われ

る。また、この分野で小山市と連携し、取り組むのも良いと思われるので、検討をお願い
したい。
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745501
事業ｺｰﾄﾞ 名 称 ﾄｰﾀﾙｺｽﾄ(千円) 達成度

ご当地婚姻届事業費 850

平成30年度

100
724001 出会い～住まいトータルサポート事業費

10100000

6,834 70

総合政策部 総合政策課

結婚活動への支援の強化

単位施策評価表 所属

成果指標１
[ ]
成果指標２
[ ]

成果指標３
[ ]

成果指標４
[ ]



施策

妥当性 妥当
結婚活動への支援は、人口減少や少子高齢社会の克服
に向け必要な施策であり妥当である。

コスト削減の余地 有
実施内容の見直し、また調整等を行うことで経費の削減が
可能である。

受益者負担 適正
婚活イベントについては、参加者から参加料を徴収してい
るため受益者負担は適正である。

上位貢献度 有効
人口減少や少子高齢社会の克服に向け、晩婚化・未婚化
への対策は重要であることから本単位施策の貢献度は高
い。

類似事業の有無 無 類似事業は他には無い。

成果向上の余地 有
より多くの出会いを創出するため、実施内容を見直し成果
の向上に努める。

貢献度

達成状況

課題

取組方針

単位施策評価表　補表

　4203　　　結婚活動への支援の強化

区分

内部評価

人口減少や少子高齢社会の克服に向け、晩婚化・未婚化への対策
は重要であることから本単位施策の貢献度は高い。

・人口減少の影響等により婚姻届出件数が減少したため、成果指標
１を僅かに達成することができなかった。
・平成３０年度については、３回の婚活イベントを開催したが、出会い
の場の提供のみでカップル成立の確認は行わなかったため、成果指
標２を達成することができなかった。

晩婚化・未婚化の抑制を図るため、婚活イベントの開催のみでなくよ
り多くの方が結婚に興味を持つような施策を検討する必要がある。

若い世代の結婚に対する希望の実現や晩婚化・未婚化の抑制に向
け、結婚につながる出会いの場の創出を図るとともに、結婚に興味を
持っていただけるような施策を展開していく。


